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林
芙
美
子
（
一
九
〇
三
年
一
二
月
三
一
日
～
一
九
五
一
年
六
月
二
日
）
の
戦
後
作
品
の
研
究
は
、
戦
中

の
従
軍
や
南
方
徴
用
な
ど
の
芙
美
子
自
身
の
活
動
に
注
目
が
さ
れ
、
作
品
で
は
な
く
作
家
と
し
て
の
芙
美

子
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
近
年
で
は
「
浮
雲
」
（
『
風
雪
』
一
九
四
九
年
一
一
月
～
一
九
五

〇
年
八
月
、
『
文
学
界
』
一
九
五
〇
年
年
九
月
～
一
九
五
一
年
四
月
）
が
再
評
価
の
流
れ
を
た
ど
っ
て
い
る

が
、
戦
後
の
他
作
品
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
浮
雲
」
を
中
心

と
し
て
、
「
浮
雲
」
と
そ
の
他
の
戦
後
作
品
と
の
要
素
比
較
を
行
う
。
そ
し
て
作
者
で
あ
る
芙
美
子
が
、
ど

の
よ
う
に
戦
後
と
い
う
時
代
か
ら
戦
争
を
描
い
た
の
か
で
は
な
く
、
作
品
の
中
で
戦
争
が
ど
の
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
て
行
く
。 

 

第
一
章
で
は
、
作
者
の
基
本
情
報
と
「
浮
雲
」
の
研
究
動
向
を
示
し
、
情
報
を
整
理
す
る
と
と
も
に
本

稿
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
た
。
続
い
て
第
二
章
で
は
、
本
稿
で
取
り
扱
う
「
浮
雲
」
に
至
る
ま
で
の
戦

後
作
品
の
研
究
動
向
を
確
認
し
、
「
浮
雲
」
に
も
見
ら
れ
た
〈
時
間
〉
と
〈
場
所
〉
と
い
う
二
つ
の
要
素
に

沿
っ
て
作
品
精
読
を
行
っ
た
。
そ
し
て
第
三
章
で
は
「
浮
雲
」
の
作
品
精
読
を
行
い
、
そ
の
後
に
第
二
章

で
確
認
で
き
た
戦
後
作
品
の
特
徴
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
戦
後
作
品
の
中
の
一
つ
と
し
て
見

た
際
の
「
浮
雲
」
の
立
ち
位
置
と
特
徴
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

  

「
浮
雲
」
を
含
む
芙
美
子
の
戦
後
作
品
で
は
、
戦
中
の
記
憶
を
通
じ
て
、
戦
争
や
戦
中
の
恋
愛
を
手
放

さ
な
か
っ
た
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
芙
美
子
の
生
涯
の
中
で
、
突
出
し
た
位
置
づ
け
と
さ
れ
る
「
浮
雲
」

だ
が
、
そ
の
予
兆
は
「
浮
雲
」
以
前
の
戦
後
作
品
で
す
で
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
〈
時
間
〉
の
交
錯
や
〈
場

所
〉
の
変
化
と
い
う
点
で
見
た
際
に
、
「
浮
雲
」
の
ゆ
き
子
と
富
岡
の
動
向
が
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ

の
こ
と
か
ら
、「
浮
雲
」
は
ゆ
き
子
と
富
岡
が
共
生
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
戦
争
被
害
者
と
戦
争
加
害
者
の
視
線
は
戦
後
初
期
作
品
か
ら
拮
抗
し
て
は
い
る
が
、
被
害
者
と

し
て
の
視
線
は
徐
々
に
脱
却
し
て
行
く
。「
浮
雲
」
と
そ
の
他
の
戦
後
作
品
の
比
較
を
通
し
て
、
戦
争
被
害

者
と
し
て
敗
戦
を
捉
え
て
い
た
戦
後
作
品
か
ら
、
戦
争
加
害
者
と
し
て
戦
争
を
反
省
す
る
作
品
「
浮
雲
」

に
至
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。 

 


